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山 本 浩 史
NaN02は,order-disorder型の強誘電体である｡低温側からみていくと,Tc約 163･5℃
で強誘電相から不整合相- 1次相転移 し, Tcの約 1℃上のTNで常誘電相-2次相転移する｡
また,分極軸は,結晶軸のb軸に平行であり,自発分極の発生は,NO2基 (Fig･1)の+b,
-b方向-の整列,不整列に起因する｡ 不整合相では,結晶軸のa軸に垂直な面の dipole
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下し, Tcが低温側-shiftした為であり,4)は,discommensuration(DC)が不純物によ
って pin止めされ,温度変化に伴なうDCの変化が妨げられた為であると考えられる｡
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